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こ
れ
ま
で
、
縷
々
述
べ
て
き
た
所
在
不
明
の
『
論
語
義
疏
』
鈔
本

で
あ
る
が
、
い
っ
た
い
何
本
く
ら
い
あ
る
の
か
、
ま
と
め
て
見
よ
う
。

一　

有
不
為
斎
本

　

伊
藤
介
夫
（
一
八
三
三
―
一
九
一
二
）
の
有
不
為
斎
文
庫
旧
蔵

本
。
全
五
冊
、
毎
半
葉
九
行
、
毎
行
二
十
三
字
。
慶
長
（
一
五
九
六

―
一
六
一
五
）・
元
和
（
一
六
一
五
―
一
六
二
四
）
以
後
の
も
の
と

武
内
義
雄
は
い
う

二　

皎
亭
本

　

内
野
五
郎
三
（
一
八
七
三
―
一
九
三
四
）
の
皎
亭
文
庫
旧
蔵
本
。

全
十
冊
、
毎
半
葉
九
行
、
毎
行
二
十
字
。
室
町
末
期
写
と
川
瀬
一
馬

は
い
う
。

三　

文
之
本

　

文
之
玄
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
二
〇
）
の
筆
。
巻
四
、巻
五
の
み
。

右
、
一
か
ら
三
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』

（
一
）」（『
実
践
国
文
学
』
第
七
十
八
号　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

四　

求
古
楼
白
紙
裱
紙
本

　
　
　

毎
半
葉
九
行　

毎
行
二
十
字

　

求
古
楼
は
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
―
一
八
三
五
）
の
文
庫
で
あ
る
。

以
下
五
～
七
の
三
本
を
加
え
、棭
斎
は
四
本
の
鈔
本
を
持
っ
て
い
た
。

研
究
余
滴ま

だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』（
六
）

影　

山　

輝　

國
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五　

求
古
楼
大
通
本

　
　
　

毎
半
葉
八
行　

毎
行
二
十
字

六　

求
古
楼
千
秋
閣
本

　
　
　

毎
半
葉
十
行　

毎
行
十
八
字

　

こ
の
写
本
に
は「
千
秋
閣
」「
長
直
之
印
」「
長
氏
」の
三
印
が
あ
る
。

七　

求
古
楼
有
図
本

　
　
　

毎
半
葉
八
行　

毎
行
二
十
字

八　

求
誨
堂
蔵
古
鈔
零
本

　

村
山
敬
応
の
所
蔵
本
。（
村
上
敬
応
は
未
詳
）

九　

岡
西
徳
瑛
蔵
古
鈔
零
本

　

岡
西
徳
瑛
は
、伊
沢
蘭
軒
（
一
七
七
七
―
一
八
二
九
）
の
門
人
で
、

い
わ
ゆ
る
「
蘭
門
の
五
哲
」
の
一
人
、
字
は
君
瑤
、
通
称
は
玄
亭
と

い
う
人
で
あ
る
。

右
、四
～
九
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本『
論
語
義
疏
』（
三
）」

（『
実
践
国
文
学
』
第
八
十
二
号　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

十　

福
山
藩
本

　

狩
谷
棭
斎
が
求
古
楼
展
観
第
六
集
と
し
て
出
陳
し
た
古
鈔
本
。
拙

稿
「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』（
二
）」（『
実
践
国
文
学
』
第

八
十
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
で
言
及
し
た
。

十
一　

容
安
書
院
蔵
本

　
　
　
　

毎
半
葉
九
行　

毎
行
二
十
字

　
『
経
籍
訪
古
志
』
は
応
永
（
一
三
九
四
―
一
四
二
八
）
間
の
鈔
本

と
い
う
。
迷
庵
市
野
光
彦
（
一
七
六
五
―
一
八
二
六
）
が
『
正
平
本

論
語
札
記
』
一
巻
を
書
く
際
、
校
勘
に
用
い
た
も
の
で
、
後
に
渋
江

抽
斎
（
一
八
〇
五
―
一
八
五
八
）
の
容
安
書
院
蔵
と
な
っ
た
。
抽
斎

の
文
庫
は
柳
原
書
屋
と
も
い
わ
れ
、『
卿
雲
輪
囷
附
録
』
の
「
皇
侃

義
疏　

古
抄
本　

柳
原
書
屋
蔵
」
も
同
じ
も
の
で
あ
る
。
拙
稿
「
ま

だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』（
二
）（
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

十
二　

弘
前
星
野
某
蔵
本

　
『
経
籍
訪
古
志
』
に
以
下
の
如
く
著
録
さ
れ
る
。

毎
半
面
八
行
、
行
二
十
字
、
注
双
行
、
第
一
巻
末
有
知
寺
真
慶

題
字
、
此
本
攷
紙
質
字
様
当
永
禄
間
鈔
本
、
按
、
世
伝
旧
鈔
義

疏
毎
篇
首
皆
引
（
邯
）
邢
疏
文
、
不
能
無
疑
焉
、
此
見
此
本
、
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第
二
巻
八
佾
子
曰
射
不
主
皮
条
、
馬
融
注
射
有
五
善
下
、
及
以

熊
虎
豹
皮
為
之
下
、
引
邢
疏
文
俱
冠
裏
云
字
、
乃
知
旧
鈔
義
疏

原
于
唐
巻
子
本
、
承
学
者
以
邢
疏
文
録
之
背
紙
、
而
後
人
伝
写

誤
混
之
正
文
、
遂
又
記
裏
字
以
為
識
別
、
於
是
益
知
此
本
之
為

最
可
貴
重
也
、

（
毎
半
面
八
行
、
行
二
十
字
、
注
双
行
、
第
一
巻
末
に
知
寺
真

慶
の
題
字
有
り
、
此
の
本
、
紙
質
字
様
を
攷
ふ
る
に
当
に
永
禄

間
（
一
五
五
八
―
一
五
七
〇
）
の
鈔
本
な
る
べ
し
、按
ず
る
に
、

世
に
伝
ふ
る
旧
鈔
義
疏
は
毎
篇
の
首
に
皆
邢
疏
の
文
を
引
く
、

疑
ひ
無
き
こ
と
能
は
ず
、
此
に
此
の
本
を
見
る
に
、
第
二
巻
八

佾
「
子
曰
は
く
射
は
皮
を
主
と
せ
ず
」
の
条
、
馬
融
注
の
「
射

に
五
善
有
り
」
の
下
、及
び
「
熊
虎
豹
の
皮
を
以
て
之
を
為
る
」

の
下
、
邢
疏
の
文
を
引
い
て
俱
に
「
裏
云
」
の
字
を
冠
す
、
乃

ち
知
る
旧
鈔
義
疏
は
唐
巻
子
本
に
原
づ
き
、
学
者
邢
疏
の
文
を

以
て
之
を
背
紙
に
録
す
る
を
承
け
、
而
し
て
後
人
伝
写
す
る
に

誤
り
て
之
を
正
文
に
混
じ
、
遂
に
又
た
「
裏
」
字
を
記
し
て
以

て
識
別
を
為
す
を
、
是
に
於
て
益

ま
す
ま
す

此
の
本
の
最
も
貴
重
す
べ

し
と
為
す
を
知
る
、）

　

い
ま
、所
在
の
判
明
す
る
三
十
六
本
の
鈔
本（「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本『
論

語
義
疏
』（
一
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
毎
半
葉

八
行
、
毎
行
二
十
字
で
あ
り
、
第
二
巻
八
佾
「
子
曰
は
く
射
は
皮
を

主
と
せ
ず
」
の
条
、馬
融
注
の
「
射
に
五
善
有
り
」
の
下
、及
び
「
熊

虎
豹
の
皮
を
以
て
之
を
為
る
」
の
下
、邢
疏
の
文
を
引
い
て
俱
に
「
裏

云
」
の
字
を
冠
す
る
の
は
、
上
原
本
の
み
で
あ
る
。
但
し
、
上
原
本

に
は
第
一
巻
末
に
「
知
寺
真
慶
」
の
題
字
は
な
い
の
で
、
弘
前
星
野

某
蔵
本
と
は
別
の
鈔
本
で
あ
る
。「
知
寺
真
慶
」
の
「
知
寺
」
と
は
、

寺
院
の
雑
事
や
庶
務
を
つ
か
さ
ど
る
「
知
事
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

「
真
慶
」
と
は
誰
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
邢
疏
の
文
を
引
い
て
俱

に
「
裏
云
」
の
字
を
冠
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
島
田
翰
が
『
古
文

旧
書
考
』
で
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
十
三　

松
本
本

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
か
ら
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
ま

で
清
国
公
使
随
員
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
姚
文
棟
（
一
八
五
三
―

一
九
二
九
）
の
た
め
に
、稲
垣
天
真
が
購
入
し
た
松
本
家
所
蔵
の
『
論

語
義
疏
』
古
鈔
本
で
あ
る
。
こ
の
鈔
本
は
姚
文
棟
か
ら
、
清
国
の
総

理
衙
門
に
進
呈
さ
れ
、
姚
文
棟
の
子
で
あ
る
姚
明
輝
に
よ
れ
ば
、
そ

の
後
南
京
図
書
館
に
入
っ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
現
在
は

所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。　

十
四　

松
田
本

　

南
京
図
書
館
に
は
、
も
う
一
本
『
論
語
義
疏
』
鈔
本
が
あ
っ
た
は
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ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
も
と
鳥
取
藩
の
医
者
、
の
ち
東
京
府
士
族
、

宮
内
省
御
用
掛
で
あ
っ
た
松
田
本
生
（
一
八
一
四
―
一
八
八
三
）
の

所
有
し
て
い
た
鈔
本
で
あ
る
。こ
れ
が
杭
州
丁
氏
八
千
巻
楼
を
経
て
、

南
京
図
書
館
に
入
っ
た
。
南
京
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
江
蘇
省
立
国

学
図
書
館
の
目
録
に
も
記
載
さ
れ
、「
松
田
本
生
」「
本
生
」「
千
秋
閣
」

の
三
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

も
残
念
な
が
ら
現
在
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

右
、十
三
、十
四
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』

（
四
）」（『
実
践
国
文
学
』
第
八
十
四
号　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）
及

び
同
（
五
）（『
実
践
国
文
学
』
第
八
十
六
号　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

十
五　

近
藤
正
斎
本

　

書
物
奉
行
で
あ
っ
た
近
藤
正
斎
（
一
七
七
一
―
一
八
二
九
）
が
所

蔵
し
て
い
た
鈔
本
で
あ
る
。『
正
斎
書
籍
考
』巻
三
、経
部「
論
語
義
疏
」

の
項
目
に
、「
皇
朝
古
鈔
本
数
通
ア
リ
、
予
モ
室
町
季
世
ノ
古
本
ヲ

収
儲
ス
」
ま
た
、「
予
室
町
季
世
伝
写
ノ
義
疏
及
ビ
諺
解
ヲ
儲
蔵
ス
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

十
六　

金
沢
文
庫
本

　

傅
増
湘
（
一
八
七
二
―
一
九
四
九
）
著
『
蔵
園
群
書
経
眼
録
』
に

論
語
義
疏
十
巻　

魏
何
晏
注　

梁
皇
侃
疏

日
本
室
町
時
代
写
本
、
半
葉
九
行
、
行
二
十
字
。
高
七
寸

七
分
、
寛
五
寸
六
分
。
鈐
有
「
金
沢
文
庫
」
印
。

と
見
え
る
も
の
で
「
金
沢
文
庫
」
と
い
う
印
が
押
し
て
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
鈔
本
の
存
在
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。

右
、十
五
、十
六
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』

（
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

十
七　

暦
応
鈔
本

　

島
田
翰
（
一
八
七
九
―
一
九
一
五
）『
古
文
旧
書
考
』
に
記
載
。

川
越
の
蔵
書
家
新
井
政
毅
（
一
八
二
八
―
一
九
〇
三
）
の
所
蔵
と
さ

れ
る
。
暦
応
年
間
（
一
三
三
八
―
一
三
四
二
）
の
書
写
と
さ
れ
、
巻

子
本
を
冊
子
に
改
装
し
、紙
背
に
邢
疏
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、

こ
の
本
の
存
在
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。

十
八　

永
正
鈔
本

　

島
田
翰
『
古
文
旧
書
考
』
に
記
載
。
新
井
政
毅
の
所
蔵
と
さ
れ
る
。

永
正
年
間
（
一
五
〇
四
―
一
五
二
一
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
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十
九　

中
丸
呂
本

　

武
内
義
雄
「
梁
皇
侃
論
語
義
疏
に
就
い
て
」（『
支
那
学
』
第
三
巻

二
・
三
・
四
号　

大
正
十
一
年
十
一
月
・
十
二
月
・
大
正
十
二
年
一
月
、

の
ち
「
校
論
語
義
疏
雑
識
」
と
改
題
し
『
老
子
原
始 

附
諸
子
攷
略
』

弘
文
堂
書
房 
大
正
十
五
年
十
月
、
ま
た
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一

巻 

角
川
書
店 

昭
和
五
十
三
年
七
月
所
収
）
に
記
載
。
新
井
政
毅
の

所
蔵
と
さ
れ
る
。
明
治
二
十
二
年
に
中
丸
呂
と
い
う
人
の
手
に
渡
っ

た
ら
し
い
。

二
十　

玄
昌
本
一
巻

　

新
井
政
毅
旧
蔵
の
『
尚
古
先
賢
遺
蹟
纂
摹
』（
川
越
市
立
中
央
図

書
館
現
蔵
）
に

論
語
義
疏
古
鈔
本
一
巻　

巻
尾
文
明
五
癸
巳
於
江
州
飯
高
山
写

之　
　

玄
昌

と
あ
る
。
文
明
五
年
癸
巳
は
西
暦
一
四
七
三
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

玄
昌
は
文
之
玄
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
二
〇
）
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

二
十
一　

奈
佐
勝
皐
蔵
ヲ
コ
ト
点
附
本

二
十
二　

平
子
彬
書
写
本

右
、
二
十
一
、二
十
二
の
二
本
は
奈
佐
勝
皐
（
号
隅
東
、
姓
日
下
部
、

通
称
九
左
衛
門
）
の
「
山
吹
日
記
」
に

我
家
に
義
疏
の
古
鈔
本
二
通
を
つ
た
へ
も
た
り
。
一
通
は
を
こ

と
点
あ
り
。
紙
の
さ
ま
筆
の
跡
も
三
百
年
あ
ま
り
に
も
成
ぬ
へ

き
も
の
な
り
。
い
ま
一
通
は
平
子
彬
義
質
か
写
せ
し
本
也
。
又

相
し
れ
る
人
の
か
り
一
本
を
を
さ
む
。
そ
の
奥
書
に
文
明
十
四

年
足
か
ヽ
に
て
う
つ
せ
し
こ
と
か
け
れ
は
、
こ
の
学
校
の
を
も

の
し
た
る
な
ら
ん
。

と
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
奈
佐
勝
皐
は
、
ヲ
コ
ト
点
の
附
い
た
三
百
年

あ
ま
り
前
の
鈔
本
一
通
、
荻
生
徂
徠
の
弟
子
の
平
子
彬
（
一
六
八
九

―
一
七
五
六
）、
す
な
わ
ち
三
浦
竹
渓
（
名
義
質
）
が
写
し
た
一
通
、

さ
ら
に
、
知
人
か
ら
借
り
た
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
の
奥
書
の

あ
る
一
通
、
合
計
三
本
の
鈔
本
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
う
ち
、
文
明
十
四
年
の
奥
書
の
あ
る
鈔
本
は
国
会
図
書
本
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
鈔
本
の
第
十
巻
末
に
「
文
明
十
四
年
寅

年
三
月
於
足
利
官
濃
山
口
茅
檐
下
書
之
（
文
明
十
四
年
寅
年
三
月
、

足
利
官
濃
山
口
の
茅
檐
の
下
に
於
て
之
を
書
す
）」
と
書
か
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ヲ
コ
ト
点
の
附
い
た
三
百
年
あ
ま
り
前
の
鈔
本
に
関
し
て
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は
、
現
在
所
在
の
わ
か
る
三
十
六
本
の
う
ち
の
ヲ
コ
ト
点
の
附
い
た

鈔
本
に
相
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
別
の
鈔
本
で
あ
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
の
で
、
文
明
十
四
年
本
を
除
き
、
残
り
の
二
本
を
所

在
不
明
の
鈔
本
と
す
る
。

二
十
三　

戸
水
寛
人
蔵
本

　
　

十
巻　

五
冊　

毎
半
葉
九
行　

毎
行
二
十
字

　

法
学
博
士
戸
水
寛
人
蔵
本
で
林
泰
輔
『
修
訂
論
語
年
譜
』（
国
書

刊
行
会 

昭
和
五
十
一
年
一
月
）
四
五
九
頁
に
見
え
る
。

二
十
四　

吉
田
氏
文
淵
閣
蔵
本

　

吉
田
久
兵
衛
の
堂
号
「
文
淵
閣
」、
屋
号
「
朝
倉
屋
」
と
い
わ
れ

る
書
肆
の
蔵
本
で
あ
っ
た
。
長
澤
規
矩
也
「
論
語
義
疏
伝
来
に
関
す

る
疑
問
」（『
漢
学
会
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
号　

昭
和
八
年
九
月
、
の

ち
『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
七
巻 

汲
古
書
院 

昭
和
六
十
二
年
六

月
所
収
）
に
見
え
る
。

二
十
五　

李
盛
鐸
蔵
本

　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
か
ら
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

ま
で
公
使
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
李
盛
鐸
（
一
八
五
八
―

一
九
三
七
）
の
『
木
犀
軒
収
蔵
旧
本
書
目
』
に
「
論
語
義
疏
十
巻　

日
本
鈔
本
」
と
見
え
る
。
彼
が
日
本
滞
在
中
に
入
手
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
帰
国
す
る
際
に
持
ち
帰
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

彼
の
蔵
書
の
多
く
は
、い
ま
北
京
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
鈔
本
は
見
当
た
ら
な
い
。

二
十
六　

土
井
晩
翠
蔵
本

　

武
内
義
雄
『
論
語
之
研
究
』（
岩
波
書
店 

昭
和
十
四
年
十
二
月
、

の
ち
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻
所
収
）
四
九
頁
に

仙
台
土
井
晩
翠
氏
所
蔵
に
之
（
足
利
学
校
所
蔵
『
論
語
義
疏
』

―
引
用
者
注
）
と
同
紙
墨
と
思
は
れ
る
皇
侃
義
疏
の
巻
首
一
冊

が
あ
っ
て
、
そ
の
終
に
「
大
永
四
季
（
秊
＝
年
の
誤
り
。
引
用

者
注
）
之
夏
於
野
州
足
利
之
傍
写
之
畢
」
と
記
し
て
ゐ
る

と
あ
る
。
大
永
四
年
は
西
暦
一
五
二
四
年
。
土
井
氏
の
蔵
書
は
昭
和

二
十
年
の
仙
台
空
襲
で
約
八
割
が
焼
け
、
残
り
が
東
北
大
学
附
属
図

書
館
の
晩
翠
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
鈔
本
は
見
あ
た
ら
な

い
。

二
十
七　

両
足
院
本

　

高
田
宗
平
『
日
本
古
代
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』（
塙
書

房 

二
〇
一
五
年
五
月
）
六
十
頁
に
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建
仁
寺
の
塔
頭
両
足
院
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
『
建
仁
寺
両
足
院

蔵
書
目
録
』
に
、「
論
語
義
疏
写 

一
」
と
著
録
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
両
足
院
で
調
査
を
実
施
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
該
本
の

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
云
々

と
あ
る
。

　

そ
の
他
、

・
安
井
小
太
郎
「
常
陸
久
慈
郡
の
某
寺
奈
良
の
一
寺
院
に
も
皇
氏
本

論
語
あ
り
と
聞
け
り
」（『
東
亜
学
会
雑
誌
』
第
一
篇
第
六
号
「
論
語

皇
侃
義
疏
十
巻
」　

明
治
三
十
年
七
月
）

・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
論
語
集
解
』
十
巻
一
冊
本
（
Ｗ
Ａ16-19

）

巻
首
の
「
論
語
発
題
」
最
後
部
に
あ
る
「
九
華
洛
東
福
寺
講
侖
吾
時

皇
侃
疏
不
載
邢
昺
正
義
本
見
之
也
（
九
華
、
洛
の
東
福
寺
に
し
て
侖

吾
を
講
ず
る
時
、
皇
侃
疏
に
邢
昺
正
義
を
載
せ
ざ
る
本
、
之
を
見
る

と
也
―
原
本
の
訓
点
に
従
い
、
多
少
補
っ
て
読
ん
だ
。
九
華
は
足
利

学
校
第
七
世
庠
主
。
引
用
者
注
）

な
ど
の
伝
聞
に
近
い
記
事
は
省
略
に
従
っ
た
。

　

以
上
、
所
在
不
明
の
鈔
本
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
二
十
七
本
ほ

ど
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
所
在
の
判
明
し
て
い
る
三
十
六
本
と
重

複
が
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
情
報
量
が
少
な
い

鈔
本
は
、
あ
る
い
は
現
在
目
睹
し
得
る
も
の
と
同
一
の
鈔
本
で
あ
る

可
能
性
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
二
十
七
本
の
中
で
さ
え
同

じ
鈔
本
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

三
十
六
本
は
盈
進
斎
本
と
市
島
本
を
除
き
、
み
な
邢
昺
の
疏
が
書

き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
邢
疏
の
な
い
二
本
も
、
江
戸
後
期
の
筆
写
で

あ
り
、
邢
疏
を
省
い
て
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
の
日
か
、
邢
疏
の
無
い
旧
鈔
祖
本
『
論
語
義
疏
』
が
出
現

す
る
こ
と
祈
っ
て
、
一
旦
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
か
げ
や
ま　

て
る
く
に
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


